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結 核 の 組 織 反 応 に 関 す る 実 験 的 研 究

(第1編)

九州大攣医学部第3内 科教室(指 導 沢田教授 貝田助教授)

臼 石 正 士

ギ昭和26年6月15日 受付)

(本論文の要旨は第25回 日本結核病学会総会及び第2回日本結核病学会九州地方会に発表した)

緒 雪

結縷症の病理組織学的な追求は数多 く行わ れ て い る

が,特 にその特徴である結節の形成並びにAIIeτgieに

関する考察は,諸 説入乱れて未だに定説を見ない鍛1891

年K⇔d1Dが,今 日Ko崩 氏現象として知られる有名

な学漉を発表 して以来,Rδ 嫌鍵,H繊b㍑g鍵 鷺)は直ちに

追試を行つて,K◎Ch氏 現 象自体が侵入結核菌に対する

肪禦作用を持つAU礎g五e反 応の表現であ り,反 応 自体

に菌滅芽作用と菌の体内伝播阻止作用のあることを認め

た○また 斑sらPag¢ 扮 等 竜,正 常状態では菌は皮膚に

膿瘍を形成 しAU儲g絶 例においては蜂窩 織 炎 とな

り,菌 は断裂崩艘 して早期に消失すると述べている¢し

か し恥 驚鋤d◎鵬kyの は再感染の場合竜完全治癒を示さ

ずに結節牲病変の現れる場合のあることを指摘 し,一 次

感染とコ次感染の差異は単に量的のもので質的なもので

はないと言い・Zie1離dシKalbf掘$ch等 もこれに賀成

している◎

結穣症の特異的な変化として古 くから注目されている

結節の形成について も,従 来種々の考察が払 われ てい

る¢R6畷e5)は 結 捜肉芽腫はAU礎giの 性炎症の特異

な表現であるとし,K職 囎e6)の 如 きは結接結節の存在

なぐしてはAU礎g沁 な く特異的結核免疫 竜ないと述べ

AUαgieと 免疫とは平行 し,不 即不離の闘係にあ る と

強張 している。武田教授及びその門下は結節形成はAU

鍵gl¢ 牲反応に他ならぬと言 うり・一方Selt鍵,B◎ 卿et ,

C蕊煽 ¢t穂,L鋤g¢ 等の如 くAU鍵gieと 免疫とは必ず

不即不離のものではないと唱える学者 も少 な くな い鱒

Sabi篇勢 等は各種の結核菌菌体成分に対する組織反応を

研究 し,肉 芽鍾形生能力は一種の高級脂肪酸であるフチ

欣ン酸にあると述べ,R◎Uヱ就9)も 追試を行つてこれを

認め・結捜結節の形戊は菌体の特殊な成分に対する直接

的反応で,AU賀g沁 の有無 とは無関係であると言 うゆ

私は生結核菌,加 熱死結捜菌及び者種結桜菌菌体成分

を動物の皮下に注入 しその組織反応を追求 して,結 捜症

の発病とその誰展に際 して重大なる関係があると考えら

れ るA恥 癖 ¢と免疫について基礎的な考察を答い,さ ら

に結捜結節の形成が如何なる機転で生ずるかを追求しよ

うと考えて本実験を行つた。

実 験 方 法

1菌 体成分の作用

使用菌は九州大学細菌学教室所蔵の入型結核菌フラン

クフル ト株シ鳥型菌A働8・C・G・ 菌,チ モテー菌をS釦 ・

to造氏無蛋白培地に50日 間培養 したものである。これら

の菌を主としてA澄de脚 バ ◎)等の方法に習い,コ ッホ

氏釜で30分 間加熱滅菌後濾紙でこし,数 回滅菌生理的

食塩水で洗い,さ らに滅菌蒸溜水で洗源液が無色となる

まで洗 う◎その後菌体を濾紙の上に拡げて充分に水分を

吸収させ乾燥 したものをエーテル内に入れ,S◎xhlet氏

浸出器で約200時 聞浸出させ,浸 出液をReicheユ 型濾

過器で濾過 した◎濾液を傾斜 して水液層を分離 し,なお

水分を取除く為にエーテル憎 に少量の無水硫酸 ソーダを

加えて麗搾 した後その濾液を濃縮 し,同 量のアセトンを

第1表

結核菌→30分 加熱後乾燥→エーテル浸出一一

一一妻;て ㌻溶液→濃 縮→麺L垂

一工一テル溶液→濃}

縮後アセトン注ガL
澱 物一「室温剛 →鋼

L冷 却により→燐脂質1

菌残漉→ク鷺_ム で浸飾r郷 鍵 緬遡
L残 渣 →遡 藝豊.

一水可溶性物質

注加すると,窒 温で粘着性の沈澱を生ずる♂この沈澱物

を傾斜してアセ トンを去 り数回アセ トンで洗い,洗 瀞液

は母液に混ぜてお も 沈澱物を硫酸乾燥器の中で轍 さ

せると黄褐色粘稠な物質を得る穏これを燐脂質1と して

笑験に便用 した○

次に燐脂質1を 除いた残液を再び濃縮 した後氷水中に

つけ・冷却 して艶 の洗澱物麟 脂質2
,こ れは実験に使

用 しなかつた)を 除き・残液を濃縮 し炭酸ガスを通じて

アセ トソを除 くと・濃褐色油状の物質が残る
¢これを脂
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肪とした。

エーテル浸出物を除いた菌体残査はクロロホルムを加

えて約30日 間時々振盈 しながら浸出し,こ れを氷室内

に3週 間放置 して分離 された透明クロロホルム層を得,

クロロホルムを重湯煎上で蒸発させた後炭酸ガスを通じ

て灰白色の臓脂質を得た◎

鳥型菌,B・C・G・菌,チ モテ・・・…菌は同様の方法で=・一テ

ル浸出を行い,浸 出液よりエーテルを去つてエーテル可

溶成分(燐 脂質1,2,と 脂肪を含む)と して実験に使

用した◎

2菌 液及び菌体成分溶液の作成

結核生菌,加 熱死菌,脱 脂菌は法に従い正確に1c・c.

中10腿9を 含む浮遊液を造 り,こ れを原液とし必要に

応じ適時倍数稀釈 して使用 した。

燐脂質及び脂肪はエーテル,ア ルコール等溶液に溶解

せしめた後振量 しながら徐々に滅菌生理的食塩水を加え,

これを振盟 しながら軽 く熱 してエーテル,ア ルコールを

できる丈蒸発除去 し,生 じた生理的食塩水懸濁液を使用

した。臓脂質はクロロホルムに溶解 し,同 様にして生理

的食塩水懸濁液を造 り使用 した。

3実 験動物への接種

体重400乃 至5009の 雄性海狸をRδmer氏 反応陰

準であることを確めた後に使用 した。前処置として人型

結核菌フラソクル ト株(以 降人Fと 略称する)i/50mgを

海瞑の左大腿外側皮下に注入 し,30日 後R6mer氏 反

応陽性であることを確かめ,こ れを結核感染海狸群とし

た。

結核感染海猿群と正當海摂群(以 下X群,一 群と略称

する)を それぞれ2～4匹 宛に分け,そ の1群 宛に各頭

共背部}ご6ケ 所ずつ人F結 核菌 」んmgを 皮下に注入 し

丸。同様にして人F結 核菌及びその加熱死菌・脱脂菌・燐

脂質1。 脂肪 ・臓脂質,さ らにはB.C.q.菌 ・鳥型菌 ・

チモテー菌のエーテル可溶成分各々2mgの 皮下注入群

を作成 した・.その後毎 日注射局所の変化を肉眼的に観察

ナるとともに,経 時的に1～2ケ 所宛注射局所の皮膚を

できるだけ広範囲に切取 り,パ ラフィソ包埋法,チ エロ

イジソ包埋法により組織標本を造 り,主 と してヘマトキ

渉リン,エ オジソ重染色及びチール氏菌染色を施 して鏡

検 し,70～75日 後撲殺 して内部臓器の変化を観察 した。

、 実 験 成 纏

,△ 型生種核菌Vsomg注 入実験

1肉 眼的所見

一一ge(未 感染)6日 目迄全 く変化なく
,7～8日 目局

所に急に硬結を生じ,12～13日 樹 に排膿 し,以 後潰瘍を

形成 して2ケ 月間の観察期間中治癒 しない。1匹 丈15日

周迄全く変化な く20日 目硬結を生 じ,28日 目に排膿

し,以 後は全く他と同様の経過を示 した。

十群(既 感染)3日 目既に硬繕を生 じたものがあり,

第2表 生結核菌 孟んomg接 種の場合 ツ反応の推移

騨1・ 週2珂3週i4週}6・ 日

1 一1・ ・×・8・5X・21・5x・3{12x・ ・

2

3

一i-1・2× ・・12・x・51・5× ・21・2・12

一i25x・21・5× ・41・2x・2

4ト1・3xU・8x・31・5x・41・3x・2

5 ・・-1・2X・ ・ 18x12h4x12
き

4日 目は殆んど硬結を示 し,7～10日 目に排膿を見た。

ただし21日 目硬結を生じ,4週 目前後に排膿するもの

も少数あつた。なお1ケ 月後殆んど鍛痕状となつて治癒

するものと,一 群と同様2ケ 月の観察期聞中硬結乃至潰

瘍を残 して治癒 しないものと両種類認められた。

2組 織標本所見

6時 間 目 一群 皮下結締織は粗懸となり少量の顯粒

細胞の浸潤がある。既に結核菌が貧喰細胞に摂取されて

いるのを見受ける・出血はあまり著明でない◎+群 顎

粒細胞の浸潤が一群より幾分著 しい以外は全 く同様の所

見を呈する。

1日 目 出血像が著明となり穎粒細胞の浸潤が強 く附

局性となり,単 球が出現 してゐる。+群 の反応像は一群

より著 しい。

3日 目 出血像著 くし穎粒細胞の浸出を増 し,辺 縁部

に類上皮細胞が少数認められる◎+群 は顯粒細胞集団の

申心部に核濃縮著 しく,類 五皮細胞 も多 く見ちれる◎菌

は穎粒細胞集団の中に多数散在 している。

5日 目 類 上皮細胞の浸潤が増 し,特 に斗耕に著 しい。

穎粒細胞は核濃縮,棲 崩壌による核層片の散在等の退行

性変化を示すものを見る◎

10日 目+群 は限界鮮明な結節性の浸潤を示 し,中 心

部は穎粒細胞類上皮細胞赤血球の混じた肉芽竈を形成す

る◎類上皮細胞は浸潤辺縁部に多 く少数の淋巴球を認め

る◎一群は限界不明瞭な禰漫性の浸潤を示 し類上皮細胞

少 く,菌 は両群共に多数1～ 数匹宛散在する◎

15日 目 一群の浸潤も限局性とな り+群 との相違が少

くなり,両 群共に中心部穎粒細胞の崩壊儀が著明で輪郭

の不鮮明なもの多 く散在する核屑片を見る。菌は両群共

に著 しく減少 してゐる◎-

20日 目 両群共に崩壊像著明な顯粒細胞集団の周囲に

類上皮細胞が多数出現 し結節を形成する◎両著共に病竈

部が皮膚外表に破れて排膿 している。

30日 目 塁々たる結節を形成 し菌は殆んど消失 しいて

る◎

45日 目 穎粒細胞が新旧入れて存在 し,多 数の類上皮

細胞小円形細胞少数の紡錘形細胞を見る◎類上皮細胞に

よる結節の形成はますます著 しく+群 に広範な乾酪化竃

を認める◎V

一一一43一
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人型生結捜菌2Ul$ag注 入実験

工 肉鰻的所見

一群 注射後生 じた小豆大の硬結は3日 欝には大豆大

と妙 硬ざを聴 し か一7瑚 急1こ硬結部は破れて携膿

し以後潰蕩を形砿 し,鱒 僻糊の観察期間中浩 癒 しな

い心 騨

+欝 注射後生じた小艶大乃至大豆大の硬結は6日 昼

急に排濃 し以{娼 蕩 を生するが2SR醤 頃 には殆んど癒

膜治癒したよ5に 見えるasし か し30H目 頃再び局所は

磯れて排鍵 し潰瘍を造つて 導O臼 聞の鰻察期澗中治癒し

ない輪

欝 纏織腰本所見

es時開欝 皮下総織1よ浮麺状を黒 し主としア籟粒細胞

の透斑を見る#該 紬胞は1融 窯璽 の場合に此べ多量に遊

瑠 し密粟 している部分を見受ける継菌は無数に存在 し,

菌 の多いところほど顯粒細胞 も密集 しておの,菌 の一部

は鞄体内に賞喰 されている登両群共に同楼の所見を呈す

る灘

驚躍鷺 一群は顎粒細胞の遊出増大 し,+群 はさらに

皮下紐織の浮瞳残存 し蓼纈粒細胞は血管壁の周囲に特に

多 い讃

51糊 主として騒粒細胞の浸出を示 し,類 上皮細胞

小円形細胞が少数なが ら認められる"纈 粒細胞は核濃縮

捜 膚片の敷在等の退行変性を見受け所 々に小鋸 豫 があ

るc+指 ・は一群よむ細胞の遊lljが多量で出血 像 か甚 し

い燈結撲爵は跡群共に多乏、・散在 し窺喰細胞内に摂坂 され

ているものを見る瀞

憩H欝 周鑓紛織 との境界か明僚な肉芽組織を形成 し

顯粒鞭砲の退行変性進行 し,病 簸辺縁部に頬上皮紬胞淋

巴球か多量に鵬現 している繕菌は一群に紬長いよく発育

したものを多数認めるが+群 では著減を示す◎

20臼 舞 両群共に扁平上皮纈胞層の脱落があり,外 界

との接触画は顎粒細胞及び赤血球の混濡肉芽 様 を黒 す

る護 物 魁 蜘 胞礫 篤 て繊 μを形飢 ている.

菌振1視 野に㌶=匹教度 しか見えない礁

3硯耀 薪たに浸碍 した纈粒細胞及び赤癬隙 が陳紹な

ものと混在 し 鞠 ヒ皮細胞結節が多数散在する、小円形

細胞紡纏杉細胞を少量認める鑛+群 は小 陀酪化竃を多数

に認める◎菌所見は20醤 羅に同じew「m h

45影難選 欝鰭 所見と大雄な ぐ結綴織化血管の新生を見

ず+群 は所 々にエオジンに淡染 した無溝造蟻の乾酪化簸

を認め 鐙 蹴1桝 見より拡大 している#往 々数側の類上

皮様細鞄集含 してラ氏型巨態織鞄に類するものを見受け

る欝

△盛勤菖熱死結壌菌鍵越蘇一逡入笑鹸

1肉/興 的//1,x見
　

一一群 注場渓生じた米載大の硬結は59賛 頃よ砂小豆

大に腫張 し8～ 叢{堀慧皮噛外f乏に破れて排憂 し潰瘍を形

成するが直ちに痂皮を生 じ硬結は次第に縮小 し・14日爵

には米粒大となり2⑪ 日llには鞭痕を残 して治癒するo

+群 注射後生 じた米粒大の硬結は4～5日 月薄茶色

に変化 し5～7日 爵に排濃するewそ の後硬結は纐耀

縮小して痂皮を形成 し20日 日には搬痕治癒するe

2組 織標本所見

6時 臨 欝 主として顎粒細胞の浸出を見小円形紬胞が

少量混在する毒+群 は密集せる細胞が一つの集塊を造り

一群は散在する多数の細胞集塊よりなる疹菌は両辮共紬

胞集塊の中に多量密集 して散在する6

1H昌 顯粒細胞の浸鐵を増 し小出血傾がある◇一群

は皮下結締織に鋪漫性の細胞浸潤豫を示 し+群 は駕囲

との限界明瞭な浸潤像を呈する雛

5R目 顎粒細胞は退行変性を示 し菌は数十匹宛密集,

して散在する・+群 は出血及び類上皮細胞浸潤が一群よ

り著 しく,表 皮の欠損を見為量が著減 している¢

10日 目 両群共に類上皮細胞の浸出出血が著明で瓢粒

細胞 と混 じた肉芽繊を形成 している麺順」二皮細胞は+群

に多 く・菌は一群では多数の集塊を見るが+群 で1ま殆ん

ど拓失している"

2Q日 目 両群共に類上皮縮胞結節を形成 し,穎 粒細胞

は殆んど退行変化している心浸澗辺縁に紡纏形細胞の磯

現が多 く,菌 は両群共殆んど見出 し得ない。

3⑪日目 両群共に瓢粒細胞は激減 し慶出血竈も園臼性

のものだけとなり結締織繊維の増殖が甚 しく,血 管の籍

生を見る○:類⊥炭紬胞様の核が数個集合して,あ るいは

花環状に耕列 して巨態細胞状を呈するものある竜,典型

的なのは認められない聾

45HM両 旛共にiPt土皮細胞紡紐形細胞淋巴球が美し
ひ

く緋列 して広範な浸潤像を皐 し,繊 維化著 しく毛細血管

の新生を見る幾.

考 按

Kり曲 が ユ8飢 年正常海狭 と結穣海狸に結核菌を接種

した場合に生ずる組織反応の相違を指摘 して以来,こ れ

はPi罫 騨¢tのAIlergie反 応 の典型的なものとされ聾

多数の学者の追試により,Koch氏 現玖こそ結核のAl・

tlergiv免 疫 さらには結捜症の本態を究明する鍵とされ

てきたas結 撲症のAU鑓gi¢ と免疫に関 しては免疫学曲

病理学的領域は勿論,臨 床的方簡等のあらゆる角度から

検討され警その業蹟は遊だ多い。私の得た成績も概ね諸

家の研究と一致するものであるが,笑 験方法をやや異に

し従つてその結果も必ず しも一致 しないところがある、

結捜生菌 肇ん}m9を 接種 した笑験で肉眼的所見におい

てPK鵜h氏 現象に比べ一部では硬結澱瘍が正常海狽で

は挙期に・結∴ チ翼で1ま遅れて出規するとβう時間的ず

れ牲 じた・この現象は恐らく結{羅 駅 では抗元過鶏例

為抗体の不足を招来 し・AU◎ 瘤 。反応がK◎mh氏 現象

のように急激に起らずに遅延 し・正常、鍾{で は抗元過剰

一44-一 一
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のために抗体を早期に多量に生 じAIIergieの 獲 得が早

く組織反応が早期に現れたものとも考えられる。結核海

猿の再感染竈で生菌i/somg注 入の場合治癒 しないもの

があり,2mgで はすぺて一応治癒したかに見えた病竈

が潰瘍を生 じて治癒しなかつたが,こ れはLeWttndows・

kyが 再感染竈の場合完全治癒に至らず結節性病変の残

1ることがあると指摘 しているのに一致する。

組織標宗所見では結核菌V50塒g接 種後最初に起るの

は著明な多核白血球の浸潤であり,3日 目頃には類上皮

細胞が出現 し始め,結 核海狸では10日 目に結節の形成

を見,15H目 頃 より正常結核海狸共に結節の形成著 しく

ゴ祠者の差異は少なくなり,結 核菌も相前後 して激 減 す

る。以後45日 目迄の観察期間申病変は治癒に至らず,

45日 目所見では結核海摂に広範な乾酪化竃を認められ

る。すなわち細胞の浸潤は初期に結核海摂に著 しいが,

15日 目以後は大差を見ず,両 者の間に本質的な相違は認

め難 く,量的な相違と思われ,結 核海狸では肉瞑的には
ヨ

治癒したように見える30日 目以後に組織標本で著 しい結

節の形成乾酪化が証明される。正常灘 冥に乾酪化を見な

かつたがこれは観察期間の短いためと思われ,・早晩乾酪

北が起るものと予想される◎

菌量により組織の反応に相違を生ずることはKOGh

臼身が認めているところで,Hamburgerも 結核海狸に

微量菌を再感染させた場合,注 射局所病変は肉瞑的には

殆んど証明 し難 く免疫の表現をとると言 う。鍋島1Dは

S/106～ilte5mgと い5微 量の菌を海狸に接種 した場合,

ツ反応は数ケ月後陽転するが発病を見ずに免疫の過程を

とり,初 感染竈は治癒し内部臓器の変化 も軽微で治癒す

るものが多いと言 う極めて興昧ある結果を報 告 して い

,る。私の実験でも生結核菌2mgを 接 種 した場合はi/50き

mgの 場 合と趣を異にし,両 群の間に肉眼的には早期に

差異を認め難 く,し か も結核海狸の再感染竈は25日 目

頓一度治癒 したよ5に 見えたが直ちに潰瘍を形成 し,60

日聞の観察期間申治癒 しなかつた◎これは一見菌量の如

何に関せず初感染竈は速かに治癒するとい うK。chの

見解に反するよゆうであるが,多 量菌の再感染に際 しては

抗元に対する抗体の不足のためAIIergie性 の炎症の結

果全部の菌を死滅させることができず,残 存 した菌が再

び炎症を惹起 したものと考えられる。組織標本では1/so

mg接 種 の場合と本質的な相違はな く,5日 目迄は結核

海猿に細胞浸潤が多量であるが,10日 目より両者の嫁は

殆んど差異なく,30日 目以後では結核海狸に乾酪化竈を
'認めた
◎

加熱死結核菌を使用 した実験 も多 く,Stemberg12)は

大量の鵜熱死菌を静脈内に注入 し乾酪化を証明 してこれ

を菌体の特殊作弔に籍 し,Pak〈)w13)は 死萄は化学 的

毒素を持ち,こ れが結節形成乾酪化に与るが後には結締

織の増殖を来す と言 う。 しか しこのような死菌による乾

酪 化 は 否 定 し結 節 は 形成 す るが 乾 酪 化 を示 さず に緻 維 性

とな り治癒 す る とい う人 が 多 い 。PruddeRK),Kelherb")

BaungartenIG),Kraemei',Evegelhardti7>等 はい ず

れ も死 菌 に よ る乾 酪化 を否 定 し,就 中Ba"mgkxteltは

Ste撒bαg等 の い う乾 酪 化 を菌 塊 叉 は培 養 基 物質 の肺 血
ノ

管詮塞によるとなし死菌の特殊作用ではない と述 べ,

Kelberは この結節形成をKnδtehexkkrh,d,iltdifferentcr

Naturと さえ名付けている◎最近において もS}abhi,Bi-

ckford18),Th◎mas19),糸 川20),原 沢2D,湊 川 難),森

23)等 の業蹟があり
,Th・mas以 外{ますべて類上皮細胞

巨態細胞等を有する結核結節は認めているが乾酪化は否

定している◎

私の実験では正常及び結核海猿に加熱死菌を接種 した

場合,肉 眼的に初期には非定型的なK◎eh氏 現 象を示

すが20日 目には両者共癩痕治癒する。組総標本所見で

皮下注入後著 しい中性多核白血球の反応が起るのは全 く

生菌と規を一一に し・5日 目所見で結棲海摂は既に排膿 ㌧

正常海猿に比べ白血球浸潤著しく出血 も多く菌は減少L

ているが・10日20日 と経過ナるにつれて両者の差異は認

め離 くなり,30日 目以後では殆んど同じ所見を呈する¢す

なわち20日 目には両者共に類上皮細胞より成る結節を形

成しているが,繊 維化の傾向が顕著であり,結 節 も大小

不同で淋巴球少な く,30日40日 と経過するにつれて血管

の新生増殖が見られ中性多捜白血球は擾討さ九皮下結締

織の増殖著 しく,結 節は類上皮細胞淋巴球が混 じて美 し

い排列像を示す に至 るρ菌も結捜海狸では10日 に消

失するが20日 目には両群ともに発見できなくなる"こ

の間2,3の 学者の述べるような乾酪化は全 くこれを認

めず,か つ一旦結節を形成 して も速かに白血球は減少し

著 しい繊維化を招来して治癒に至り,生 菌注入の際白血

球竈が消失せず新旧多様の結節を形成して乾 酪 化 を生

じ,繊 維化が見られず治癒傾向のないのに比べると著 し

い相違と言わねばならない。以上の点より死菌による乾

酪化を主張するStemberg,Pan。w,ThemaS等 の説

は実験方法の相違を考慮 しても肯定し難 く,Baumgar-

ten,Kraemer,Engelhardt,Bickford,Sabiit糸 川,

原沢,湊 川,森 等の主張に賛成するものである◎

加熱死結核菌による結節形成は諸家すべてこれを認め

ているが,そ れが結核の毒素による特異作用かあるいは

単なる異物反応と解すべきかの点についてはまちまちで

定説を見ない◎特異作用とする者にMafucci21),Prudi

"en,u,Hodenpyl,Straus,u,Gamaleia,Wa澱rいA-

belas),Krompecher,原 沢,中 村,新 井ee)が あ り,異物

反応 とする者にKelber,Vigman27),Baumgarten,Kl-

ett,森 が ある◎原沢は加熱死菌を白鼠皮下に注入し結核

様結節を得たが死葡萄状球菌では単純炎症を生ずるのみ

であることより,加 熱死菌による結核様結節を特異的と

主張 している◎ただし結節は後に繊維化して癩痕治癒す

～45・ 一一_
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ると言 ㌔ 森は死菌の皮下注入時に生ずる結節は大小不

周形状極めて不規鋼であり撃これは組緯の繊維化の途中

に随伴偶発したに過 ぎずかつ多数の血管薪生を認め乾酪

化なぐ巨態継胞少なく灘巴球の遊鐵軽度で一完の醗列を

示さない点より,上 記病変は結核菌に特有な毒素に基 く

竜のでなぐ単なる異物反応に過ぎぬと強調 している撫私

畷,森と殆んど飼様の所見を得たが,結 節は繊維化の途中

促発 したと言うよりは,幾 維化が高度でない3～5日 目

顎よむ発現 し20日 鷺頃最嬉き薪明な結節形成を見,綴 維化

高度となるにつれ類上皮細胞はむしろ減少 して疎に排列

し他の紬胞が死較的に多 くなつてくるむ巨態細胞は生菌

死菌いずれの場合にも6～7週 の翻察では殆もど出現を

見ない鵡生菌の場合は注入周所において排膿を捲た後 も

残存する菌は絶えず分裂増甜 しそれに比例 して産生され

る毒素も多いと思われ,死 菌の場合排膿により著 しくそ

の胸を滅 じ,か つ残存する薗は増殖せずに日毎貧喰され

注入当初死菌に含まれた懸素も減少の一一一路をたどるのに

比べれば毒素の量的差異は多大であると考えられ,組 織

反応の相違 鶏また当然の帰 結 で あ ろ㌔ 伊藤鋤 は結

縷結節の形戊に際 し伴 う浸綴性の病変を結縷菌毒素の作

用に帰 し,結 節形成のよ弓な増殖反応を菌体の異物刺戟

によるとしているが,こ れは主客転倒の感がありR(Ss91e

も結核において特異的なものはGXtsnxxl"mで あつて湊

潤性病変ではないと述べているむなお死翫注入後②ツ反

応は陽性の成績を得・一度陽性になつた後は2ケ 月餓

その強さは殆んど変化なく存在 した◇かつ死菌による免

疫力の獲得 も多磨の学者の認めるところであ鉱 死菌の

特異的作用は否定 し得ないところである◎しか し結筋

成はまた朋の問題に属 し,組 織学的には菌体内毒素にょ

る特異作用とは愚われず・異物刺戟に基 くものと愚われ

るガ
触 結・ 論

結核及び正常海獄に生結捜菌Vf}em9・2恥&死 結接

菌2m9を 皮下接種 した場合・非定型的K◎eh氏 現象

を惹起 した。 .

生菌による一次感染とこ次感染との間の組織反応には

質的な差異は認められず量的なものと思われる。

死菌によりツ反応は2ケ 月後 も陽性の成績を得たe然

し死菌による結節形成は菌体毒素による特異的なものと

は考え難 ぐ・生菌の場合とは著 しくその趣を異にし,異

物の機械的化学的刺戟に基き生 じたものと考られる◎

交 献

第2編 に一括 して説す。
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